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論文 内容の要 t=. 目
部分的肝切除による肝再生の研究は以前より数多くなきれており，この際，肝に脂肪が増加することが
よく知られている。教空大北，吉永は組織学的に，原田は生化学的にこれを裏付けた。 JJ吉田によれば，部





実験万法:術前約20時間絶食した大黒鼠に，約30%部分的肝切除を行ない，術後1 ， 3 ， 6 ， 9 ， 12 ， 18 ， n~~U1 ， 1.5 ，
2 ， 2.5 ， 3 ， 5 ， 7 ， 14 ， 21 日に各 3 匹宛断頭属殺，電子顕微鏡で観察，一部を光学顕微鏡で観察した。 また，生
理的状態における肝細胞の脂肪とり込みと比較するために大黒鼠胸管乳擦を採取し，これを大黒鼠股静肪c
lこ静注 5 ， 20分後 l乙各 3 匹宛断頭屠殺，電子顕微鏡で観察した。
成 績:部分的肝切除後， 1 時間では一部の肝細胞の類洞に面する側に限界肢に閉まれた空胞が少数在
在している。 3 時間後にはその空胞はやや数を増し，大きさも増して，周囲を粗面小胞体が取り囲むよう
に存在している口 6 時間後にはこのような空胞をもっ肝細胞が次第に増加し，空胞の形，数もともに増大




















に縮少し，数も減り， 5 日乃至 7 日後にはほぼ術前の状態に復帰する。全期間を通じて類洞内皮細胞には
有明な変化は認められない。肝再生時出現する脂肪と生理的状態での肝細胞の脂肪のとり込みを比較する
























肝再生の初期に見られる空胞が類洞側にまず出現する乙とから， I:i ， se 腔よりのとり込みが考えられ
るが，これを確認する所見は未だ得ていない。しかし部分的肝切除後におこる脂肪肝の発生原因について
未t:_~確固たる定説の得られていない今日において，本研究はこの問題に一つの手がかりを与え得るものと
考えられる。本研究において著者が観察した空胞内容が，生化学的にいかなる性質を有するものであるか
は今後の検討にまたねばならないが，電顕的に肝細胞円の空胞が次第に脂肪滴に変化していく過程を追及
した興味ある研究である。
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